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人 口 調 べ
( 昭和48年3 月1日現在)
世 帯190, 914　
男305, 987　
女295, 895　
計601, 882
(前月より681人増)

総合的な区民サービスを
花畑地区に区民センター
建設

完成は
1
2
月の予定

「
足
立
区
長
期
基
本
計
画
」
で
は
、
区
内
を
十
三
ブ
ロ
'
ク
に
分
け
、
そ
の
ブ
ロ
'
ク
ご
と
に
地
区
区
民
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
区
の

行
政
と
地
区
住
民
が
】
体
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
日
常
生
活
の
上
で
も
連
帯
感
を
深
め
[
鞨
和
の
と
れ
た
往
み
よ
い
足
立
区
こ

ざしています
。この地区区民センタ
ーを
、このたび花畑地

区に建設するこ
とになりました
。すでに工
事が始まり
、完

成は
、ことしの十二月の予定です
。

地区区民センター
は、弖一区
役

所的な機能と児童館・
老人館・青年

館・
図書館機能などをいっし
″に

した行政サービスセンター
です。

(
花
畑
地
区
区
民
セ
ン
タ
よ
仮
称
)
」
の
建
物
の
規
模
と
施
設
内
容
の
既
要
は

欠のとおりです。

□
所
在
地
　
花
畑
土
地
区
画
整
理
組
合
　
施
行
地
区
四
七
ブ
ロ
'
ク
ニ
〇
・
二
　

一
(
花
畑
西
小
学
校
市
側
)

□
構造
　鉄筋コンクリート造り
、

三智建て

□
面
積
　
延
床
面
積
二
、
一
九
六
・
七
(
　
平
方
㍍

□
一
階
(
出
張
所
機
能
・
老
人
館
機
能
)
　
出
弧
所
/
老
人
大
集
会
室
・
娯
楽
室
　

・
浴塞
/区民コ
ーナ
ー
/売店
/

夥阿霆

▽出張所
　現在の
第十七出張所か

移る予定で
すが
、将来は区民に

密着した
、基本的な事務を処理

する大出張所にする構想です
。 ▽

老
人
集
会
室
・
娯
楽
室
　
お
年
寄
り
　

が広い室内で
ゆったりとした気

分で踊りを楽しんだり
、お年寄

り同志の
9いの楊として利用し

ていただく室です
。

▽浴室・
お年寄りの楽しみのひと

つで
ある入浴を楽しんでいただ

く施股です
。

「
m田
1

□
二
階
(
児
童
館
機
能
・
青
年
館
機
能
)
　

音
楽
室
/
工
作
室
/
育
成
室
/
ホ
ー
　
ル
/
大
集
会
室
/
集
会
室
(
洋
・
和
　

室
)
/料理講習室
/トレ
ーニン

グ瓶
▽音楽室
　各種の
楽器か整い
、自

由に楽しく演奏し
たり
、コ
ーラ

ス
を楽しんだりすることができ

▽工
作室
　紙工作から木工作まで

あらゆる工作がで
きるよう設備

されています
。また
、各種工
作

の指導もしますので楽し
く工
作

ができます
。

▽
育
成
室
　
小
学
校
低
学
年
の
学
童
保
育
を
行
な
い
ま
す
。

▽
ホ
ー
ル
　
児
童
の
各
租
作
品
の
掲
示
　

場
・
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ま
　
t

、木廸听として利明できます
。

▽
大
集
会
室
・
集
会
室
　
区
民
の
力
か
　
各
種
集
会
、
教
養
の
場
と
し
て
利
用
　

していただく施設で
す
。

▽料理講習室
　女性が料理する楽

しみを存分に味わっていただく

ように工夫して
あります
。

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
　
ー
な
ど
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
　

そろえます
。

□
三
階
(
図
書
館
機
能
)

児童・
生徒閲覧室
/一
般閲覧室

/学生閥覽室
/資料保存室
/談

話室
/公開一
章
/事務室

▽
児
童
・
生
徒
閲
覧
室
児
童
用
の
童
　
銛
か
ら
生
徒
用
の
各
租
参
考
一
・
辞
　

書がそろっています
。

▽学生閲覧室
　静かな雰囲気で読

番や学習ができます
。

▽
一
般
閲
覧
室
　
小
脱
・
文
学
一
や
各
　
種
の
一
般
一
・
教
養
図
一
が
蔵
番
さ
　

れています
。

▽
資
料
保
存
室
　
新

聞
や
雑
誌
を
保
存

してぃますので
ご
7三か月前

の新聞などを調べたい方はどう

ぞ
。

▽談話室
　読一
や勉強にちょっと

疲れた方
、新聞や雑誌などがお

いて
ありますので
、この室で
気

分転換してください
。

▽
公
開
書
庫
　
賃
し
出
し
用
の
冰
を
陦
　
列
し
て
い
ま
す
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

花畑地区区民センター(仮弥)完成予想図

世論調査
ご協力のお願い

区では
、近く福祉
、社会教青

自治意識の三つの閥題について

区民のみなさんと共に考え
、そ

の
ご意見
を区政に

反映させ
るため
、

世論調査を行なうことになりま

した
。調査は
、約三千人の方に

お願いします
。その結果は
、す

べて
統計的に処理いたしますの

で
、みなさん佃人にはいっ
さい

ご迷惑はかかりません
。調査員

がお伺い
したお宅

ではご面
鬨でも、

ぜひ
ご協力くださるようお願い

いたします
。なお
、調査に関し

ての問い合わせは広報課へ
。

区内工場実態調査の
集
計
終
る

区では
、昭和四十四年の事務移

管を契機として
、区内工
場の実態

をは握し
、今後の公害行政に強く

反映させるために
、公害課職員が

三か年に苴り
、その
実態調査に取

り組みました
。その
調査結果は次

のとおりで
す
。

○エ
塙の分布状況は
、古くから隅

田川・
中川・
綾瀬川・
花畑川など

の水連を利用して
、資材などの
運

搬をはかっていた関係から
、斬田
、 小台

、千往
、梅田
、本木地域を中

心としたものとなっています
。

最近においては
、道路柵の塵備

がなされたので
、環状七号線以北

の地域にもエ鳩の増加がみられて

きました
。

◎
調
査
工
鳩
数
は
、
六
、
一
五
七
工
場
で
し
た
が
、
こ
の
中
に
は
指
定
作
業
場
な

どのエ堤に骸当し
ない五〇九事業

鳩も含まれています
。

◎
業
種
別
に
み
る
と
、
金
S
関
係
工
場

が
約
半
数
の
四
七
・
三
%
(
金
S
製
品
製
造
巣
四
四
こ
刄
、
そ
の
他
の
金
属

関
係
製
造
業
三
・
二
%
)
、
次
い
で
、
木
工
関
係
工
場
が
I
ア
ー
%
(
木
材
、

木
製
品
製
迪
業
(
・
(
%
、
家
具
装
備
品
製
造
業
二
・
三
%
)
、
さ
ら
に
、
そ

の
他
の
製
造
業
が
九
・
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
作
業
場
面
積
別
で
は
、
作
業
場
面
積
五
〇
平
方
㍍
以
下
の
エ
槝
か
約
半
数
の

四
【
・
四
%
と
な
っ
て
お
り
、
五
】
か
ら
I
〇
〇
平
方
㍍
の
工
場
が
二
冫
六
%

で
、
一
〇
〇
平
方
㍍
以
下
の
エ
橸
が

全
体
の
七
〇
%
と
な
り
、
高
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
従
業
員
別
で
は
、
零
細
な
家
族
的
経
営
工
鳩
が
多
く
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
従

業
員
三
人
以
下
の
工
楊
が
約
半
数
近
い
四
六

、
三
%
と
な
っ
て
お
り
、
四
人
か
ら
一
〇
人
の
エ
鳩
が
三
一
・
一
%
で
、
従

業員一
〇人以下のエ
塙が全体の
七

七
・
四
%
と
高
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
工
場
認
可
の
有
無
に
っ
い
て
は
、
工
場
の
半
敵
以
上
の
五
三
%
の
エ
楊
は
紹

可
を
受
け
て
ぃ
ま
す
が
、
用
途
地
域
別
に
み
る
と
、
規
制
基
準
の
強
い
往
居
地

城
に
お
い
て
は
認
可
を
受
け
た
エ
塙
が
三
九
・
一
%
し
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
エ

業
地
域
に
お
い
て
も
、
業
種
の
制
限
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
七
こ
%
が

無認可のエ
堤となっています
。

◎
用
途
地
域
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
S
築
基
準
法
第
四
(
条
に
よ
り
建
桑
し
て

はならない
喬築吻が定められてい

ますが
、飼査に当っては
、これを

業態違反と作業場面
積違反にわけ

て行ないました
。また業態およぴ

作業場面積の両方
が適法なエ
楊に

ついては
、適正工鳩という衰わし

方をしまし
た
。

適
正
工
場
は
、
全
体
の
七
〇
・
五
%
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
前
記
の
認
可
率

は
五
三
%
な
の
で
、
一
七
・
五
%
の
エ
櫑
は
、
申
冊
さ
え
す
れ
ば
認
可
を
叉
け

るこ
とができるわけです
。

このように
、区内のエ
櫑には小

規模なもの
が多く
、公書防止設備

か不完全なためと
、適正地域に所

在していないなどの理由から
、無

認可のまま操葉を続けてい
る工
場

が数多くあります
。企業者が適法

に操業をし
、足立区を
公害の
な

い
、明るく住みよい区にするため

には
、今後とも
、住民
、企業者
、

関係行政機闘が
】体となって
、よ

り一
層の男力をするとが必要とな

りますので
、みなさんのご協力を

お願いし
ます
。

春の全国交通安全運動

子どもと裏通りの事故防止を重点

春の全国交通安全連励が
、四月

六日から十五日まで実施
さ
れ
ま

す
。交通事故は
、安全思想の普及な

どにより
、昭和四十四・五年をピー

クとして
、減少の傾向にあります

が
、子どもの亊故だけは例外で
す
。

四月の新入学期を迎えて
、特に

今回の安全運動では

C
蔀
行
者
、
桐
に
騨
λ
俘
児
や
献
宍
呪
　
事
故
を
防
止
す
る

○裏通りの事故を迫放する

を目標に
、区内の各関係機関か

一
体となって交通事故撲滅運動を

進めます
。

痛ましい交通事故をなくすため

みなさん一
人ひとりがこの後会に

又通安全について
、もう一
度考え

なおして
ください
。

せまい日本
そんなに

急いで
どこへ行く

◎
運
転
手
の
皆
さ
ん
へ

▽歩行者
、特に子どもや幼児
、老

人
、身障者が横断しているとき

は
、必ず停止し安全を確露する

▽歩車道の区別のない道路
、裏通

り
、保育園
、幼稚園
、小学校の

周辺
、通学路
、スク
ールゾーン

では安全速度で

∇交差点『槙断歩通『櫚通りでは肝

車
、追い抜き
、追い越し
をし
ない

▽他の車が横断歩道の手前で
停車

しているときは
、後続末はこれ

にならうこと

ぽくしない
どうろの

とびだし
わるふざけ

◎
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
へ

▽家庭で
交通安全を話し合い
、正

しい通行の仕方
、安全確認の
方

法など実地に教えるこ
と

▽子どもの
通園
、通学路を調べ
、

産意すべき場所や事柄を実地に

教えるこ
と

▽
道路への
とぴ出し
、路上での
遊

ぴは絶対させない

▽子どもが危険な迦ひをして
いる

ときは
、ひと声かける

たしかめて
またたしかめて

ハ
イ
横
断

◎
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

▽右側通行の励行

▽遍路の横断は
、遠まわりで
も僂

号機
、横断歩道
、歩道橋を利用

するこ
と

▽
横断歩道道で
も油断は禁物
、手

をあげるなど安全を確かめて

▽
車の
直前直後は特に危険
、見通

しの悪い所での
横断はしない

◎
裏
通
り
で
の
事
故
を
な
く
す
た
め
に

▽幼児を連れているときは
、背負

うか手をつなき
、車の通らない

側を歩かせる

▽貿い吻に夢中になって
、子
ども

が道路にとび出さないように

◎
二
輪
車
(
バ
イ
ク
)
に
乗
る
と
き
は

▽必
ずヘ
ルメットをかぶろう

▽出発前に車の点検を

▽
ジグザグ運転や割り込み運転は

絶対にやめよう

◎
自
転
車
に
乗
る
と
き
は

▽
自分のからだに合っ
た自転車に

乗ること

一
▽
乗
る
前
に
ブ
レ
ー
キ
、
(
ン
ド
ル
、
一
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
点
検
を

▽子どもが乘るときは、安全な欒

り方を十分教えるこ
と

▽交通の頻繁な道路で
は、子
ども

や老人には、便わせない

区民福祉センター・児童館・図書館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

礙綾瀬一丁目五丿一
七
　六〇五一
七一〇一

■
趣
味
の
教
室
　
美
容
体
換
教
室
四
月
十
二
日
(
木
)
・
十
九
日
　
(
木
)
午
前
十
時
生
花
教
室
《
古
流
》
四
月
十
四
日
(
土
)
午
後
　

一
時
三
十
分
材
料
費
二
百
五
十
円
(
サ
ミ
・
雑
巾
持
齡
絵
画
教
室
(
写
生
》
四
月
十
四
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
紙
の
手
芸

教
室
<
う
さ
き
>
四
月
十
八
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
材
料
賢
四
百
円
文
学
教
室
<
日
本
古
典
文
学
の
系
譜
-
奥
の
細
遭
-
>
四

月
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
手
芸
教
室
(
か
ぶ
と
の
は
り
絵
・
押
慇
四
月
二
十
日
(
金
)
午
後
一
時
材
料
費
は
り
絵
五
百

円
・
押
絵
千
三
百
五
十
円
茶
道
教
室
<
茶
席
の
作
法
>
四
月
二
十
七
日
(
金
)
午
前
十
時
材
料
費
百
円
懐
紙
・
莱
辰
子
持
参

申
込
み
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
(
各
教
亀
と
も
定
員
三
十
名
に
な
り
次
第
締
切
り
)

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関原二丁目一〇
-一〇
　八八九一一四八四

■
老
人
慰
安
浪
曲
大
会
　
四
月
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時
出
演
―
浪
畢
九
洲
男
ほ
か

■
各
種
教
室
　
生
花
教
室
　
四
月
六
日
(
金
)
・
二
十
日
(
金
)
午
後
二
時
詩
吟
教
室
四
月
七
日
(
土
)
・
二
十
一
日
(
土
)
午
後

二
時
番
道
教
室
四
月
八
日
(
日
)
・
十
五
日
(
日
)
午
後
I
時
紙
人
形
歓
室
四
月
十
七
日
(
火
)
午
後
】
畤
各
教
室
と
も
定
員

二十名
、対象は区内在住六十歳以上の方

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

旄浜二丁目二四一
二
　
八九七一
五〇一
六

■
セ
ン
タ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
会
四
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

■
子
ど
も
映
画
会
　
四
月
(
日
(
日
)
・
・
・
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
十
五
日
(
日
)
=
・
だ
れ
も
ぼ
く
の
こ
と
な
ん
か
二
十
二
日
(
日
)
・
・
夫

国にいるお父さん
時間はいずれも午後二時三十分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千住元町三四上
　

八八二
-二七六五

■
審
休
み
子
ど
も
会
四
月
八
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
~
三
時
ペ
ー
プ
サ
ー
ド
・
音
楽
劇
・
う
た
・
映
画
「
牛
鬼
た
い
じ
」

■
老
人
将
棋
大
会
四
月
二
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
申
込
み
は
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
i
日

はお風呂もわかします
)

■
踊
り
教
室
四
月
十
一
日
(
水
)
・
十
(
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
民
謡
教
室
四
月
十
二
日
(
木
)
・
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
四
月
十
五
日
(
日
t
白
い
馬
・
ま
こ
ち
ゃ
ん
の
交
通
安
全
二
十
二
日
(
日
)
―
鱧
の
昌
険
旅
行
・
ぼ
く
の
お
母
さ
ん

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
な
い
教
室
は
無
料
で
す
>

□西
伊
興児
童館

四伊興町三七一
五
　
八九七
-六九四八

■
卓
球
教
室
四
月
十
四
日
(
土
t
・
十
五
日
(
日
)
午
後
二
時
～
四
時

■
卓
球
大
会
四
月
二
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
申
込
み
は
(
日
か
ら
十
四
日
ま
で
に
嘔
務
室
へ
ど
う
ぞ

□
中
央
図
書
館

梅田七丁目匸ニー
ー
　八四〇一
四六四六

■
旧
東
淵
江
村
佐
野
新
田
佐
野
家
古
資
科
展
　
佐
野
家
は
、
江
戸
期
以
前
か
ら
の
足
立
の
旧
家
で
す
。
今
回
同
家
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
古

文
S
・
什
器
の
一
部
を
拝
借
、
郷
土
賢
料
室
に
四
月
末
(
F
定
)
ま
で
醍
示
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

(
各
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
・
図
S
館
と
も
月
曜
・
祝
日
は
休
館
日
)

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

昭
和
四
十
七
年
度
足
立
区
交
通
安
全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
か
ら

じ
こ
を
見
た
こ
と

保
木
間
小
二
年
(
当
時
)
い
け
じ
り
や
す
お

ぼ
く
が
亅
(
歳
ご
ろ
、
タ
ク
シ
ー

と
じ
ょ
う
よ
う
車
か
、
し
ょ
う
と
つ

し
ま
し
た
。
ち
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

し
た
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
、
で
こ

ぼ
こ
に
こ
わ
れ
ま
し
た
。

男
の
子
の
ふ
く
が
、
ち
だ

ら
け
に
な
っ
て
な
い
て
い
ま

し
た
。
女
の
子
は
、
な
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
の
子

の
ま
わ
り
に
、
い
っ
ぱ
い
人

が
あ
つ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
か
く
の
人
が
、
で
ん
わ

を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
き

ゅ
う
き
ゅ
う
車
か
な
か
な
か
き
ま
せ

ん
で
し
た
。「
早
く
こ
な
い
か
な
あ
。」

と
ま
ち
ど
お
し
か
っ
た
で
す
。
や
っ

と
き
ゅ
う
き
ゅ
う
車
の
サ
イ
レ
ン
が

ち
か
づ
い
て
き
た
時
は
「
よ
か
っ
た
」

と
思
い
ま
し
た
。
二
台
き
ま
し
た
。

き
ゅ
う
き
ゅ
う
車
の
人
は
、
止
ま
ら

な
い
う
ち
に
と
ぴ
お
り
て
き
て
「
り

か
人
は
、
ど
こ
だ
ご
と
、
大
声
で
い

い
ま
し
た
。
み
ん
な
、‘お
と
っ
て
い

る
み
た
い
で
し
た
。
き
う
ゆ
き
ゆ
う

車
の
人
が
、
「
車
に
さ
わ
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
」と
い
い
ま
し
た
。
ぽ
く

は
「
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
す
ぐ
、
後
に
さ
が
り
ま
し

た
。大

け
が
を
し
た
人
は
。
し
ん
で
る

み
た
い
な
顯
で
、
タ
ン
カ
に
の
せ
ら

れ
て
は
こ
ば
れ
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
は
、は
ね
と
ば
さ
れ
て
、

ひ
こ
う
の
歩
道
へ
と
ぴ
こ
ん
で
い
ま

じ
た
。
そ
の
歩
道
は
、
ぱ
く
も
お
か

あ
さ
ん
も
よ
く
通
る
道
で
す
。

も
し
、
ぼ
く
か
、
お
か
あ
さ
ん
が

通
っ
て
い
た
ら
、
し
ん
で
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
ぺ
し
ゃ
ん
こ
で
、
ち
だ

ら
け
の
タ
ク
シ
ー
か
、
二
、
三
日
道

に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

人
が
、
こ
わ
そ
う
な
脯
を
し
て
、
の

ぞ
い
て
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
な

ん
べ
ん
も
見
ま
し
た
。
き
ゅ
う
き
ゅ

う
車
の
サ
イ
レ
ン
を
き
い
た
り
す
る

と
、
そ
の
と
き
の
じ
こ
を
思
い
だ
し

ま
す
。

定
期
予
防
接
種
を

お
受
け
く
だ
さ
い

「ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
(
混

合
)
一
期
二
期
」
「種
痘
一
期
≒
小
児

マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
ー
回
目
二
回
目
」

の
予
防
接
種
が
、
四
月
十
二
日
か
ら

は
じ
ま
り
ま
す
。
実
施
日
時
、
会
鳩

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、骸
当
者
あ
て
、

佃
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
が
、
お
子

さ
ん
の
生
ま
れ
た
年
月
に
よ
っ
て
、

う
け
る
予
防
接
種
が
ら
が
い
ま
す
か

ら
、
同
封
の
『
予
防
接
種
の
お
知
ら

せ
』
を
よ
く
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

な
お
、こ
れ
ま
で
に
、ま
だ
こ
の
予

防
接
種
兮
つ
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
こ
の
樶
会
に
う
け
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

は
、足
立
保
健
所
業
羇
係
　
(
四
〇

-
五
一
四
一
、
千
往
保
健
所
業
柵
係

八
八
八
-
四
二
七
七
へ
ど
う
ぞ
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
2
3
)

―
―
千
住
一
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
六
―
―

勝
山
準
四
郎

問
屋
楊
の
す
じ
向
い
に
あ
っ
た
の
か
諸
衣
飛
脚

宿
中
里
で
あ
る
。罵
寄
鳩
の
I
り
で
あ
っ
た
か
ら
、

小
橋
を
撹
っ
た
旅
客
に
と
っ
て
は
、右
手
と
っ
つ

き
の
店
で
あ
っ
た
。こ
の
中
六
こ
と
中
里
六
右
衛

門
の
隠
宅
で
行
な
わ
れ
た
の
が
、後
の
世
ま
で
の

語
り
草
「千
住
嘸
の
濔
戦
」で
あ
る
。文
化
十
二
年
　
(

一
八
一
五
)
十
月
二
十
一
日
こ
の
ご
隠
居
か
自

分
の
S
寿
の
祝
い
と
し
て
催
し
た
廼
一
ゴ
ン
グ
ー

ル
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
番
加
無
科
。
こ
の
日
の
こ

と
に
つ
い
て
は
当
日
審
査
貝
格
で
臨
席
し
た
太
田

寅
山
人
が
、
戯
画
入
り
で
写
生
夙
に
妃
し
だ
巻
物
　

「
後
水
鳥
記
」
に
く
わ
し
く
絨
っ
て
い
る
(
心

水
I
シ
'
=
酉
で
酒
の
意
)
そ
し
て
後
年
矢
田

挿
雲
か
『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』
で
も
こ
の
内
容
を

紹
介
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
鬥
を
入
る
と
先
づ
叉
付
か
あ

り
、
こ
こ
で
自
分
の
同
一
相
当
の
切
手
を
も
ら
い
、

そ
れ
か
ら
会
場
に
迦
ん
弓
そ
こ
に
白
木
の
む
に
、

蒔
絵
の
大
盃
(
銘
入
)
、
五
合
か
ら
三
升
入
り
ま

で
七
つ
か
用
意
さ
れ
、
書
は
切
手
引
換
え
に
好
み

の
大
盃
で
、
芸
妓
の
さ
し
て
く
れ
た
胴
を
、
一二
味

締
の
伴
奏
入
り
で
呑
み
ほ
し
、一

を
竸
っ
た
と
言

う
。
こ
の
呑
a
は
世
話
人
が
記
餓
し
、
後
に
毒
付

を
作
る
賢
料
に
し
た
。

但
し
一
升
以
下
は
論
外
と
し
て
略
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。こ
の
客
席
と
考
竹
で
く
き
っ
た
正
面
に
は
、

緋
毛
せ
ん
を
敷
い
た
来一

席
が
あ
り
、
夊
兆
、
一

斉
、
抱
一
、一
山
人
な
ど
当
代
一
流
の
名
士
が
控

え
て
い
た
と
!
つ
か
ら
豪
華
な
も
の
で
あ
■
-
バ
3

当
日
の
酒
は
、
「
玉
縁
」
「
上
竹
」
の
上
酒
で
あ

っ
た
が
、
同
せ
相
手
は
呱
知
れ
ぬ
う
わ
ば
み
の
'
様

な
客
ぱ
か
り
、
と
て
も
替
汕
の
お
翦
で
は
間
に
あ

わ
な
い
。
`
一
樽
か
ら
じ
か
に
。
力
差
に
移
し
て
そ
の

ま
ま
一
を
し
て
い
る
裏
万
の
骨
折
り
っ
ぷ
り
も
先

の
巻
物
に
は
軽
妙
に
描
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
当
日
の
記
録
で
は
、
二
升
三
升
は
ざ

ら
に
あ
り
、
筆
頭
は
七
升
五
合
を
あ
っ
さ
り
平
け

て
い
る
。
中
に
は
酒
一
升
水
一
升
一
汕
一
升
酢
一

升
を
ま
せ
合
わ
せ
て
呑
み
干
し
、
は
ら
わ
た
の
三

杯
酢
だ
と
し
や
れ
た
男
も
い
た
と
言
う
か
ら
恐
れ

い
る
。
会
津
の
住
人
河
田
某
は
会
の
終
了
後
や
っ

て
来
て
残
り
酒
六
升
二
合
を
軽
く
あ
け
て
か
ら

『
明
日
や
ひ
を
褥
ぬ
用
事
が
あ
る
の
で
こ
れ
で
失

礼
。
そ
れ
さ
え
な
け
れ
ば
あ
と
三
升
は
い
た
だ
く

の
に
』
と
丁
寧
に
礼
を
述
べ
て
引
下
が
っ
た
と
あ

り
、
こ
れ
に
は
居
残
っ
た
一
問
己
れ
の
酔
も
さ
め

槊
て
て
優
姿
を
見
送
っ
た
と
の
こ
と
。
後
の
番
付

で
西
方
大
関
に
推
さ
れ
て
い
る
の
も
無
理
な
ら
ぬ

こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
檄
中
を
嵎
の
答

に
ひ
た
ら
せ
る
と
は
天
下
泰
平
の
象
徴
で
あ
り
、

冢
斉
将
軍
の
放
漫
政
策
が
華
鬨
い
た
吟
代
相
を
晒

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
中
屋
の
屋
敷
の
後
半
分
が
、
現
千
寿

小
学
校
の
敷
地
の
一
部
で
あ
る
。
同
校
は
明
冶
七

年
闘
校
の
区
内
最
古
の
公
立
学
校
で
あ
る
か
、
開

股
は
干
住
二
丁
目
勝
博
寺
の
建
吻
を
仮
校
舎
と
し

て
発
足
し
た
。
千
庄
盾
北
紬
乙
二
番
地
(
当
時
)
の

現
在
地
に
移
っ
た
の
は
明
冶
十
一
年
の
秋
で
あ
っ

た
。
間
も
な
く

創
立
百
年
を
迎
え
る
こ
の
学
校

の
、
数
多
い
卒
業
生
の
一
人
に
小
金
井
喜
美
子
さ

ん
が
い
る
。
森
鴎
外
の
実
妹
で
あ
る
。

(
こ
の
項
つ
づ
く
)

酒合戦の番付( 田辺雅之助氏蔵)

あ

ん

な

い

催
し

も
の

□
愛
の
献
血
を

あ
な
た
の
震
の
献
血
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

四
月
の
移
動
採
血
車
日
程

▽
五
日
(
冰
)
朗
十
一
一
出
弘
所

▽
十
七
日
(
火
)
舎
人
小
学
校

▽
二
十
日
(
金
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
五
日
(
水
)
第
十
七
出
分
室

▽
三
十
日
(
月
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

□
あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
!

体
力
テ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

区
教
青
委
員
会
で
は
、
区
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
曾
理
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
、
毎
年
『
体
力
テ
ス
ト
』
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
の
割
り
に
は
、

階
段
を
昇
り
降
り
す
る
と
痩
れ
た
り
、

息
切
れ
す
る
な
ど
、こ
の
よ
う
な
方
は
。

運
助
不
足
の
た
め
、
体
力
が
年
齢
以
上

に
衰
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
方
に
「
体
力
テ
ス
ト
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

日
時
四
月
二
十
二
日
(
日
)
午
前
十
　

時
～
午
後
三
時
三
十
分
(
雨
天
で
も

行
な
い
ま
す
。
)

会
場
区
立
柳
原
小
学
校
体
育
館
(
交
　

通
機
闘
―
北
千
住
駅
下
車
徒
歩
十
二
　

分
)

参
加
賢
格

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

者
で
、
年
齢
二
十
歳
ヱ
(
十
歳
の
方

テ
ス
ト
種
目

収
載
例

一
M

朋
片
足

立
ち
⑤
反
箋
横
と
ぴ
④
垂
一
と

ひ
⑤
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
⑤
仰

臥
上
体
お
こ
し
⑦
立
位
体
前
屈

⑧
踏
台
昇
降
⑨
撼
力
⑩
急
歩

(
男
一
五
〇
〇
M
女
一
〇
〇
〇
M
)

※
血
圧
測
定

定
員
二
〇
〇
名
(
定
員
に
な
り
次
第
　

締
切
り
)

受
付

四
月
五
日
か
ら

申
込
み
先

区
教
育
委
員
会
体
育
課

(
〒
一
二
〇
千
往
仲
町
五
八
)

往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
一
括
番
号
を
記
入
の
う
t

、矚
薯
ま
t
ま
、竄
暖
本
I
搬
へ
。

※
当
日
は
、
運
助
に
遍
し
た
服
装
で
、

運
助
靴
を
ご
持
参
く
な
さ
い
。

□
ス
ポ
ー
ツ
教
室

区
で
は
、
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
、
体
力
づ
く
り
と
健
康
増
進
を

は
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

教
禀
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

種
目
-
会
場
(
体
育
館
)
-
実
施
日

卓
球
=
崑
浜
中
(
四
月
四
日
か
ら
毎
週

水
曜
日
)
・
加
平
小
〈四
月
六
日
か
ら

毎
週
金
瞳
日
)
・
千
寿
第
四
小
(
四
月

二
十
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
)

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー
第
三
中
(
四
月
十
二

日
か
ら
毎
週
木
曜
日
)
・
新
田
中
(
四

月
三
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
)
・
洌
江
小
　
(

四
月
十
七
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
)

パ
レ
ー
ポ
ー
ル
ー
第
十
四
中
(
四
月
四

日
か
ら
毎
週
水
曜
日
)
・
大
谷
田
小
(
四

月
十
一
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
)
・
興
本

小
(
四
月
十
七
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
)

※
実
施
畊
間
は
、
各
会
鳩
と
も
午
後
六

一
時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で
で
す

▽
参
加
資
格
-
十
五
歳
以
上
の
区
民

(
高
校
生
を
除
く
)

▽
`
'
加
方
法
I
会
場
で
入
館
証
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い

▽
参
加
費
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
冐
委
艮
会
体

育
諌
へ
ど
う
ぞ

□
狂
犬
病
予
防
注
射
と

飼
い
犬
の
登
録

区
と
足
立
・
千
住
保
健
所
で
は
。
四

十
八
年
度
第
一
回
目
の
狂
犬
病
予
防
注

射
と
飼
い
犬
の
登
録
を
行
な
い
ま
す
。

お
近
く
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
○
時
三
〇
分
ま
で
で
す
。
な

お
、
午
前
九
時
ご
ろ
雨
天
の
時
は
中
止

に
な
り
ま
す
の
で
、
振
番
日
〈

〉
内

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時
と
場
所

▽
4
/
9
(
月
)
東
和
保
健
相
談
所
・

北
鹿
浜
町
清
鉋
寺
・
第
四
出
張
所
〈
4
/

2
4
〉
▽
4
/
1
0
(
火
)
佐
野
町
柳
野

稲
荷
神
社
・
柳
原
神
社
・
第
二
十
出
彊

所
〈
4
/
2
5
〉
▽
4
/
1
1
(
水
)
第
十

二
出
張
所
・
千
佳
神
社
・
第
十
三
出
張

所
〈
4
/
2
6
〉
▽
4
/
1
2
(
木
)
千
往

大
川
町
公
園
・
第
十
八
出
張
所
・
鹿
浜

四
丁
目
北
野
神
社
〈
4
/
訂
〉
▽
4
/

1
3
(
金
)
柬
綾
瀬
出
張
所
・
区
役
所
加

・
鳥
根
鷲
神
社
〈
5
/
1
〉
▽
4
/

捕
(
月
)
第
十
四
出
張
所
・
西
保
木
関
氷

川
神
社
・
具
野
町
公
民
館
〈
5
/
2
ヽ

▽
4
/
1
7
(
火
)
第
十
五
出
張
所
・
第
六

出
張
所
・
区
役
所
第
二
庁
舎
〈
5
/
7
〉

▽
4
/
1
8
(
水
)
本
木
五
丁
目
三
鳥
神
社

。
本
木
西
氷
川
神
社
・
第
七
出
張
所
〈
5
/

8
〉
▽
4
/
1
9
(
木
)
第
十
七
出
張

所
・
第
十
九
出
張
所
・
第
九
出
敵
所
〈
5
/

9
〉
▽
4
/
2
0
(
金
)
西
伊
具
つ
り

糯
伊
具
圜
前
・
西
新
井
警
祭
前
環
七
睦

橋
下
・
東
粟
原
出
彊
所
〈
5
/
1
0
〉

▽
4
/
2
3
(
月
)
第
十
六
出
張
所
・
梅
田

赤
不
助
・
足
立
保
健
所
〈
5
/
1
1
>

ご
利
用

を

□
お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
家
庭
へ

福
祉
事
務
所
で
は
、
入
院
助
産
施
設

の
入
所
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
妊
産
婦
が
入
院
す
る

必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
に
費
用
の
全
郎
、
ま
た
は
一
部
を
支

払
う
こ
と
が
困
難
な
衣
庭
の
た
め
の
制

豐
で
す
。

□
必
要
粂
件

(
1
)
区
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

(
2
)
前
年
分
所
褥
税
(
国
税
)
額
が
九
　

千
六
百
円
以
下
で
あ
る
こ
と

(
3
)
妊
娠
七
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と

□
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

(
1
)
前
年
分
所
得
税
順
の
わ
か
る
も
の
　
(

給
与
所
碍
の
源
泉
徴
収
票
、
ま
　

た
は
確
定
申
告
一
の
写
し
)

(
2
)
前
年
廩
特
別
区
民
税
年
税
額
の
わ
　

か
る
も
の
(
納
税
決
定
通
知
S
、

ま
た
は
縢
脱
征
明
一
)

(
3
)
健
康
保
険
証

(
4
)
母
子
手
帳

(
5
)
印
か
ん

な
お
、
く
わ
し
く
は
あ
な
た
の
住
所

地
を
管
轄
す
る
鳰
祉
箏
務
所
へ
勿
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

□
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
一
二
　

・
一
五
　
八
八
八
1
三
一
四
一
)

□
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
ニ
ー
ー
〇
　

-
一
〇
　
(
八
九
1
一
四
八
一
)

□
東
部
福
祉
事
務
所
(
獺
績
畑
一
1
厖
　

-
一
七
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一
)

□
西
郷
福
祉
事
務
所
(
良
浜
ニ
ー
ニ
四

一
二
　

八
九
七
1
五
〇
一
こ

□
福
祉
年
金
の

裁
定
舗
求
を
さ
れ
る
方
へ

福
祉
年
金
(
老
齢
福
祉
年
金
・
障
害

襦
祉
年
金
・
母
子
福
祉
年
金
・
準
母
子

福
祉
年
金
)
の
裁
定
請
求
に
必
要
な
廓

付
書
籖
の
・
う
ち
、戸
籍
抄
本
(
足
立
区

に
本
籍
が
あ
る
方
)
と
住
民
票
が
四
月

一
日
か
ら
無
料
で
交
付
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
へ
『
福
祉
年

金
用
』
と
言
っ
て
ご
睛
求
く
だ
さ
い
。

募

集

□
親
と
子
の
体
操
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

区
教
育
委
員
会
で
は
、
三
～
四
歳
児

と
そ
の
親
を
対
象
に
、
親
と
子
の
体
操

教
宣
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
身
近

か
に
あ
る
椅
子
や
紐
な
ど
を
利
用
し
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
楽
し
み
な
が
ら
想

像
力
・
表
現
力
を
養
う
と
と
も
に
、
運

助
能
力
夸
高
め
丈
夫
な
か
ら
だ
を
つ
く

っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
　
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
一

日
～
昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
二
日

ま
で
の
毎
遍
金
曜
日
【
延
三
十
日
閭
】

A
・
具
一
輪
に
分
け
て
央
施
し
ま
す
。

時
間
　
A
組
1
午
前
十
時
?
十
時
五
十
　

分
B

組
1
午
前
十
一
時
～
十
一
時

五
十
分

会
場
　
区
体
冐
館
(
中
央
本
町
一
-
こ
　

七
-
二
曾
八
八
六
上
(
○
一
三
)
　

交
通

機
関
1

都
・

東
武

バ

ス
・
・・
体
青

館
前

下

車

、
東
武
一

章
・・
・
梅
鳥
取

下

瞋

徒
歩

十
分

参
加
資
格
　
区
内
に
住
み
、次
に
該
当

す
る
方

A
組
-
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
～

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
と
そ
の
栽

B
組
-
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
日

～
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
£
た
お
子
さ
ん
と
そ
の
親

定
員
　
A
・
B
組
と
も
八
十
五
組
(
定
　

員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
四
月
五
日

か
ら
受
付
け
ま
す
。

体
宵
諌
に
爾
え
て
あ
る
申
込
み
用
紙

に
、
親
子
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、一

括
番
号
を
記
入
の
う
え
、
次

の
と
こ
ろ
へ
ど
う
ぞ
。

区
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
(
〒
一

二
〇
千
住
仲
町
五
八
和
光
ビ
ル
内
)

※
参
加
者
は
、親
子
と
も
還
助
の
で
き

る
服
装
で
、運
動
靴
`
‘
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

□
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

区
で
は
、
薬
剤
散
布
作
葉
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
哮
樂
し
て
い
ま
す
。

期
間
・
・
・
四
月
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま

で
資
格
・
・
・
十
八
繊
以
上
の
男
子
黄

金
・
・
一
一
日
千
九
百
円
勤
務
・
・
・
午
前
八

時
三
十
分
～
午
後
五
時
(
た
だ
し
、日

曜
・
祝
日
は
休
み
、土
一
は
半
日
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所

保
蚰
衛
生
係
へ
ど
う
ぞ
。

□
鼓
笛
隊
・
合
唱
団
員
募
集

区
で
は
、
児
童
の
健
全
育
成
を
は
か

る
た
め
、
課
外
盾
助
の
一
つ
と
し
て
、

鼓
笛
隊
・
合
哨
団
を
還
営
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
新
入
隊
団
員
を
次
の
と
お
り

莠
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
-
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日

現
在
、
区
内
小
学
校
四
年
生
で
音
楽

に
関
心
の
あ
る
健
康
な
児
童

募
集
人
員
-
鼓
笛
隊
―
八
十
名
　

合
隰
団
彑
(
十
名

練
習
会
場
と
日
時
ー
鮫
笛
隊
=
棚
鳥
　

小
、千
寿
小

合
暇
E
-

五
反
野
小
、

千
寿
三
小

毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

上
二
時
三
十
分

申
込
み
期
限
1
四
月
十
七
日
(
火
)
　

隊
・
団
員
の
決
定
1
応
募
者
が
定
員

を
こ
え
た
鳩
合
は
、
抽
選
で
決
定

申
込
み
間
い
合
わ
せ
I
学
校
備
付
け
の

加
入
申
辨
書
に
記
入
し
、
校
長
の
承

認
を
え
て
、
区
教
青
委
貝
会
青
少
年

係
へ研

修

会

□
少
年
団
体
の

・
研
修
会
の
参
加
を

―
ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
な
ど
―

区
教
青
委
輿
会
で
は
、
少
年
団
体
の

育
成
を
は
か
る
た
め
、
ジ
ュ
ー
ア
ー
リ

ー
ダ
ー
と
青
少
年
拑
4
専
門
員
の
研
一

会
を
鬨
き
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
会
な

ど
青
少
年
の
グ
ル
ー
ブ
づ
く
り
や
そ
の

運
富
に
つ
い
て
の
技
術
や
理
論
を
孛

ぴ
、
子
ど
も
た
ち
が
集
団
生
活
を
た
の

し
く
す
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
指
導
者
の
研
修
会
で
す
。

そ
の
要
項
は
つ
き
の
と
お
り
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
上
級
研
修
会

日
程―
4
/
2
9
　
5
/
2
7
　
6
/
2
4
　

7
/
2
3
　
9
/
2
3
　
1
0
/
2
8
　
1
1
/
1
8
　

1
1
/
2
5
　
1
/
2
7
　
3
/
1
7
　
3
/
2
4

時
間
-
午
前
九
時
～
正
午

会
場
-
区
役
所
研
修
室

参
加
資
格
-
前
年
度
中
級
研
修
会
終
了

考
か
高
校
生

内
番
1
上
手
な
司
会
と
記
録
/
子
ど
も
　

会
の
還
営
ほ
か

□
青
少
年
指
導
専
鬥
員
上
級
研
修
会

日
程
1
4
/
2
8
5
/
2
6
6
/
3
0

7
/
7
9
/
2
9
1
0
/
2
8
1
1
/
2
4

1
2
/
1
1
/
2
6
2
/
1
6
3
/
2
3

時
間
-
午
後
一
時～
四
時

会
場―
区
役
所
研
修
室

参
加
資
格
-
舳
年
度
中
紹
剛
修
会
修
了

者
ま
た
は
w
少
年
委
a
・
少
連
恊
常

圧
理
事

内
容
―
杜
会
教
育
活
助
・
子
ど
も
の
心

理参
加
申
込
み
は
、
区
教
育
委
員
会
青

少
年
係
へ

変
わ
り
ま
し
た

□
東
和
保
健
相
談
所
の

相
談
日
程
が
変
わ
ぴ
ま
し
た

診
断
一

発
行
日
は
、
火
・
木
曜
日

で
、
時
M
は
午
前
九
時
か
ら
十
時
三
十

分
ま
で
で
す
。

部
落
問
題
理

解
の
た
め
に
(
1
1
)

都
下
F
市
の
東
に
あ
る
十
六
～
十

七
軒
の
都
落
が
母
の
さ
と
で
、
峨
後

そ
こ
を
起
点
に
周
辺
を
転
々
と
遍
し

た
。
臟
下
、
嵳
と
翊
と
の
闃
と
い
う

極
め
て
璋
匏
の
慝
い
所
で
、
伯
母
は

か
っ
て
よ
く
道
で
石
を
投
げ
ら
れ
た

り
し
た
。
下
の
伯
母
が
結
婚
差
別
を

う
け
、
以
来
十
数
年
、
三
十
代
半
ば

す
き
ま
で
細
婚
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
何
か
か
け
り
を
内
に
ひ
め
て
、

子
供
心
に
も
、
何
で
お
嫁
に
行
か
な

い
の
か
と
思
っ
た
疑
閥
が
、
我
々
か

被
薯
別
拠
落
民
で

あ
る
と
知
っ
た

時
、
は
じ
め
て
解
か
れ
、
伯
母
の
心

中
か
伝
わ
っ
て
き
た
。
物
置
に
使
っ

て
い
た
永
さ
え
貸
す
の
を
拒
ま
れ
た

事
実
、
河
原
の
砂
地
の
三
黶
の
バ
ラ
'

ク
に
住
み
、
風
呂
の
代
わ
り
に
真

冬
で
も
川
に
飛
ぴ
こ
ん
で
石
け
ん
を

こ
す
り
っ
け
て
い
た
碑
の
部
落
の

友
、
金
を
借
り
に
い
っ
に
そ
の
友
人

を
私
の
面
前
で
嘲
笑
し
た
教
師
・・・
。

伯
父
の
職
業
を
聞
い
て
、
妻
は
実
母

等
と
の
衝
突
を
予
感
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
東
京
都
内
で
私

の
身
辺
に
あ
っ
た
事
実
で
あ
る
。
私

は
出
生
地
や
親
兄
弟
の
職
業
を
か
く

し
て
生
き
た
く
は
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
我
々
は
全
て
の
兄
弟
と
共
に
起

ち
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
郎

(
八
四
-
三
七
八
五
)

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
は
、
7
2
年
版
(
オ
レ

ン
ジ
色
)
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
グ
リー
ン

色
の
古
い
便
利
帳
は
、
内
容
や
電
話
番
号
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

足
立
北
郵
便
局
は

八
八
三
-
二
八
九
二
で
す
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